
 貿易摩擦問題、英国のEU離脱などは引き続き 
 懸念材料 

先進国の主要中央銀行が緩和的な政策スタンスへと舵を
切り、世界経済の押し上げ要因になると期待されています
が、牽引役となるのは先進国というより、先進国からの資金
流入や資金調達コストの低下が見え始めている新興国と
予測されています。 

 

世界経済は、巡航速度で推移しており、不況になるとは予
測されていないものの、依然、米中の貿易摩擦問題や英
国のＥＵ離脱などが成長率の下振れ要因として懸念され
ています。 
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 IMF（国際通貨基金）は4月9日､「2019年前半は世界経済の伸び悩みが続く」との現状認識を示しました。 
 

 2019年世界経済成長率は3.3％と前回の1月予測から0.2％下方修正されました（図表1参照）。     
2018年後半に表面化した、貿易摩擦の激化、中国の融資姿勢の厳格化、主要先進国での金融引き締め、などが 
景気減速要因であったと指摘されました。 
 

 一方で、緩和的なスタンスに変化した主要国の金融政策や米中の貿易協定の具体化により、「2019年後半から
世界経済の再加速を予測する」との見通しが示されました。 

主要国の緩和的な金融政策が新興国経済の追い風となり、世界経済は2019年後半から再加速へ 

注１：6ヵ月前予測値からの変化 
注２：新興国はIMFが公表した日本語版では「新興市場国と発展途上国」 
出所：IMFデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成 

【図表１】 主要国の経済成長率（IMF予測値、前年比％） 
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[３ヵ月前予測値からの変化幅] 
２０２０年（予測値） 

[３ヵ月前予測値からの変化幅] 

世界 3.8 3.6    3.3 [▲0.2下方修正]    3.6  [修正なし] 

  日本 1.9 0.8    1.0  [▲0.1下方修正]    0.5  [修正なし] 

  米国 2.2 2.9    2.3  [▲0.2下方修正]    1.9  [+0.1上方修正] 

  ユーロ圏 2.4 1.8    1.3  [▲0.3下方修正]    1.5  [▲0.2下方修正] 

  スイス 1.7 2.5    1.1  [▲0.8下方修正]（注１）    1.5  [▲0.2下方修正]（注１） 

  豪州 2.4 2.8    2.1  [▲0.7下方修正]（注１）    2.8  [+0.1上方修正]（注１） 

  カナダ 3.0 1.8    1.5  [▲0.4下方修正]    1.9  [修正なし] 

新興国（注２） 4.8 4.5    4.4  [▲0.1下方修正]    4.8  [▲0.1下方修正] 

  中国 6.8 6.6    6.3  [+0.1上方修正]    6.1  [▲0.1下方修正] 

  インド 7.2 7.1    7.3  [▲0.2下方修正]    7.5  [▲0.2下方修正] 

  インドネシア 5.1 5.2    5.2  [+0.1上方修正]（注１）    5.2  [修正なし]（注１） 

  南アフリカ 1.4 0.8    1.2  [▲0.2下方修正]    1.5 [▲0.2下方修正] 

2019年後半からは、新興国を中心に世界経済の 
成長率は上昇へ 

【図表２】 経済成長率（IMF予測値、前年比％） 
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新興国が牽引し、世界経済2020年の成長率は上昇へ 
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新興国を中心に成長 

出所：IMFデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成 


